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第３学年道徳学習指導案

日 時 平成 22年 11月 2日（火） ５校時

場 所 ３年教室

児童数 ９名

指導者 齋藤 真希恵

１ 主題名 みんな、クラスの仲間 ４－（４）愛校心

２ 資料名 くうちゃんの絵（東京書籍）

３ 主題設定の理由

（１）価値について

内容項目４ー（４）は、「先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽しい学級を

つくる」ことを指導内容としている。明るく楽しい学級をみんなで協力し合って築き上げるよ

うに指導すること、このことが「愛校心」につながる。ここでは、学校という組織における児

童の側の在り方を指摘している。

クラスの中には、さまざまな個性をもった子どもがいるが、おのおののよさを認め、クラス

は自分達のものであるという自覚のもとに、明るく楽しいクラスをつくっていこうとうする態

度を養いたい。クラスの中での自分の役割を果たすこと、友達と協力することがクラスのまと

まりをつくり、クラスへの愛着を深めていくものになると考える。

（２）資料について

クラスがえを楽しみにしていた「ぼく」だが、隣の席のくうちゃんをはじめクラスの友達は

ばらばらで、頭をかかえてしまう。そんなとき、図工の時間にくうちゃんは夢中で絵をかき、

先生や友達の注目の的になる。くうちゃんのすばらしい絵の第一発見者は「ぼく」であり、感

心して見守っていた。やがて、クラスのみんなも応援し、くうちゃんの絵が金賞を取ったと無

邪気に喜び、クラスの一体感が自然とでき上がる。これをきっかけに、自分勝手な級友がクラ

スのために頑張りだすという内容である。

主人公の「ぼく」は正義感にあふれたやさしい子で、くうちゃんは軽い障害のある子として

描かれているので、配慮しつつ指導していきたい。

（３）児童について

明るく活動的な児童である。低学年から中学年となり低学団のリーダーとして、張り切って

活動している。グループ活動を取り入れ、みんなで協力することの大切さを学習しているが、

自分の意見が通らないと機嫌を損ねたり、自分勝手な言動も見られたりする。

また、困っている友達に声をかけるなど優しさも見られるが、素直に自分の非を認めない児

童も多い。悪いことだと思っていても、はっきり断れず流されてしまう児童もいる。

先日の意識調査から、「主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること」は意識が高

かったが、「主として自分自身に関することについて」は、他の視点よりも意識が低いことが

わかった。「愛校心」については、数値としては高いが、子ども達の実態からみると、自分勝

手な行動がみられるなどまだまだ身についていない。また、グループ活動や各行事を通して、

それぞれのよさをわかってはきたが、まだそれらを認め合うことができない。

そこで、この資料を通して学級としてのまとまりを感じ、より楽しい学級を作っていこうと

する主人公に共感させながら、一人ひとりのよさを認め合い、まとまりを作っていく大切さを

考えさせ、クラスへの愛着を深めさせたい。
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４ 本時を「要」として位置づけた指導構想図

特別活動・体験的活動 道徳の時間 各教科の学習 日常指導・その他

八 ○理科 ○学級目標

月 花と実をしらべよう 「あ あかるいあいさつ

ホウセンカの観 く くじけない心

九 ○マラソン大会 察を通して、他の しゅしゅうちゅうする力」

月 目標に向かって、 作物への関心を高 を意識させ、手

励まし合いながら め、みんなで収穫 を取り合って活

取り組む。 の喜びを味わう。 動していく。

十 ○学習発表会 ○社会 ○班活動・係活動

月 みんなで作りあ かいものにでかけよう では、リーダー

げる喜びを体験さ 約束を守り、班 を中心とした活

せる。 の人と協力して行 動を取り入れる。

動する。

○大縄跳びなど、

十 ◇みんな、クラスの仲間 遊びを通して、

一 「くうちゃんの絵」４－（４）愛校心 みんなで作りあ

月 ・学校生活に親しみ、明るく げる喜びを体験

楽しいクラスにしていこうと できる活動を取

する心情を育てる。 り入れる。

十 ○学級活動

二 ２学期を振り返

月 り、よりよい学級

にするために話し

合う。

○音楽 ○４年生に向けて、

○委員会活動 パフ（合奏） 学級から学校へ

二 学校のために上 それぞれの音色 と目を向け活動

月 級生と力を合わせ の重なりを考えて できるよう声が

て活動する。 合奏する。 けをする。

５ 研究テーマに関わって

「心豊か」

先生や友達と楽しい学校生活を送る子ども

〈仮説（１）児童の思考や話し合いを深める手立て〉

○発問の工夫

・夢中で絵をかいているくうちゃんを見た「ぼく」の思いを問い、くうちゃんに対する気

持ちの変化を考えさせる。

○板書の工夫

・３年１組に対する「ぼく」の気持ちの変容を、構造的に組み立て、考えを深めさせる。

〈仮説（２）表現活動などの言語活動の位置づけ〉

○書く活動

・前と違ってきた３年１組へ手紙を書き、道徳的価値の自覚を深める。
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６，資料分析 資料名「くうちゃんの絵」

クラス替えを楽しみにしてい 図工の時間、夢中で くうちゃんのかい 前とは違う３年１組。

場 たが、自分勝手な人が多く、２ 絵をかいているくうち た絵が金賞をとり、

面 組とのドッジボールの試合に負 ゃんに気付いたぼく 喜ぶみんな。

けてしまう。 達。

・クラス替え。 ・３、４時間目の図 ・くうちゃんの絵 ・朝礼の時、だれかがしゃべる

主 ・担任はやさしそうな森田先生。 工、「ゆめのせかい」 が、市の展覧会 と注意し合う。

人 ・親友のけんくんと同じ組。 をはりきってかきだ で金賞をとった。 ・ドッジボールは、みんな集ま

と公 ・隣の席はくうちゃん。 す。 ・クラスのみんな って練習している。

りの ・自分勝手な人が多い。 ・くうちゃんが夢中に が喜んだ。 ・そうじも頑張っている。

ま行 ・朝礼はぺちゃくちゃうるさい。 なってかいている。 ・くうちゃんもそうじをするよ

く為 ・ドッジボールの練習には集ま ・みんながくうちゃん うになった。

状と らず、試合はすぐに負けてし の周りに集まってき ・とても楽しいクラス。

況 まう。 た。

・くうちゃんは一生懸

命かいていた。

・どんなクラスかな、楽しみだ。 ・さあ、はりきってか ・金賞なんてすご ・朝礼が静かになってよかった

・先生もやさしそうだ。 くぞ。 いね。 な。

主 ・けんくんと同じクラスでよか ・くうちゃんの絵はき ・やったね、くう ・ドッジボールの練習もみんな

人 った。 れいだな。絵が好き ちゃん。みんな でやるようになってうれしい

公 ・くうちゃんは、好きなことし なんだ。 も喜んでるよ。 な。

の かしないでずるいなあ。 ・最後まで頑張れ。 ・不機嫌そうにし ・そうじも頑張って、教室もピ

意 ・自分勝手な人が多くて嫌だな。 ・くうちゃんの絵がき ていたけど、に カピカだ。

識 ・１組は朝礼の時うるさいなあ、 れいだって最初に発 こっとしたのぼ ・くうちゃんもそうじをするよ

の 静かにしてよ。 見したのは、ぼくだ くは見たよ。 うになったよ。

流 ・ドッジボールの練習をしよう ぞ。 ・なんか、今までとは違って、

れ っていったのに、どうしてこ ・くうちゃんの絵には 楽しいクラスになってきたな。

ないんだ。だから、負けちゃ かなわないなあ。 ・くうちゃんのおかげかな。

うんだ。

児 ・新しいクラス楽しみだね。 ・くうちゃんって絵が ・入賞してよかっ ・静かになってよかったね。

童 ・先生もやさしそうだし、けん うまいんだね。 たね、みんなも ・練習もみんなでやっていてい

の くんとも同じクラスでよかっ ・みんなで応援してす 喜んでるよ。 いね。

意 たね。 ごいね。 ・やっぱり、うれ ・教室もきれいで気持ちがいい

変識 ・くうちゃんって不思議な子だ しいよね。 ね。

容の ね。 ・くうちゃんのこと、みんなで

過 ・朝礼は、静かにしなきゃ。 応援してよかったね。

程 ・練習しなきゃ、負けちゃうよ。 ・楽しいクラスになってきたね。

クラス替えを楽しみにしてい 図工の時間、夢中に くうちゃんの絵 前と違ってきた３年１組をみ

基 た「ぼく」が、いやになっちゃ なって絵をかいている が、市の展覧会で て、「ぼく」はどんな気持ちで

本 ったのはどうしてでしょう。 くうちゃんをみて、「ぼ 金賞を取ったと聞 いるでしょう。

発 く」はどう思ったでし いた時、「ぼく」は

問 ょう。 どんな気持ちにな

ったでしょう。
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７ 本時の指導

（１）ねらい：学校生活に親しみ、明るく楽しいクラスにしていこうとする心情を育てる。

（２）展開

学習活動と主発問 予想される児童の反応 指導上の留意点

（）は仮説に関わる事項

１ 学級のみんなと一緒に活動し

て楽しかったことを話し合う。

導

入 ・学級のみんなと一緒に活動し ・音読発表会 ・学級のみんなと一緒に

て、楽しかったことは何ですか。・大縄跳び 活動して楽しかったこと

・劇の練習 を自由に言わせる。

５分

２ 「くうちゃんの絵」を読んで

話し合う。

・新しいクラスを楽しみ

（１）クラス替えを楽しみにして にしていた「ぼく」の

いたが、自分勝手な人が多く、 気持ちをつかむ。

２組とのドッジボールの試合

に負けてしまう場面について ・くうちゃんの人物像に

話し合う。 ふれる。

展 クラス替えを楽しみにして ・どんなクラスかな。 ・新しいクラスを楽しみ

開 いた「ぼく」が、いやになっ ・先生もやさしそうだ。 にしていたのに、クラ

ちゃったのはどうしてでしょ ・けんくんと同じクラスでよか スがばらばらで嫌にな

う。 った。 ってしまう「ぼく」の

・くうちゃんは、好きなことし 気持ちに共感させる。

かしなくてずるいなあ。 （発問）

・自分勝手な人が多いな。

・朝礼の時も、うるさいなあ。 ・３年１組に対する「ぼ

・練習しようっていったのに。 く」の気持ちの変容を、

・だから、負けちゃうんだ。 構造的に板書する。

（板書）

（２）図工の時間、くうちゃんが

夢中で絵をかいている場面に

ついて話し合う。

図工の時間、夢中になって ・くうちゃんの絵はきれいだな。・夢中で絵をかいている

絵をかいているくうちゃんを 絵が好きなんだ。 くうちゃんを見た「ぼ

見て、「ぼく」はどう思った ・最後まで頑張れ。 く」の思いを問い、く

でしょう。 ・くうちゃんの絵がきれいだっ うちゃんに対する気持

て最初に発見したのは、ぼく ちの変化を考えさせる。

だぞ。 （発問）

・くうちゃんの絵にはかなわな

いなあ。
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（３）くうちゃんのかいた絵が、

金賞をとった場面について話

し合う。

くうちゃんの絵が、市の展 ・金賞なんて、すごいね。 ・くうちゃんの絵を応援

覧会で金賞を取ったと聞いた ・やったねくうちゃん。みんな していた「ぼく」が、

時、「ぼく」はどんな気持ち も喜んでるよ。 くうちゃんの入賞を喜

になったでしょう。 ・不機嫌そうにしていたけど、 ぶ気持ちに共感させる。

にこっとしたのぼくは見たよ。 （発問）

・くうちゃんの入賞を、

クラスのみんなも喜ん

でいることをつかませ

（４）前とは違う３年１組の場面 る。

について話し合う。

前とは違ってきた３年１組 ・朝礼が静かになってよかった ・前と違ってきた３年１

をみて、「ぼく」はどんな気 な。 組を見た「ぼく」の気

持ちでいるでしょう。 ・ドッジボールの練習もみんな 持ちを問い、みんなで

でやっていていいね。 くうちゃんの入賞を喜

・そうじも頑張って、教室もピ び、そのことがきっか

カピカだ。 けにクラスがまとまっ

・くうちゃんも掃除をするよう てきたことに気付かせ

になったよ。 る。 （発問）

・なんか、今までとは違って、

楽しいクラスになってきたな。

・くうちゃんのおかげかな。

３ 前と違ってきた３年１組へ手

紙を書く。

前と違ってきた３年１組へ ・友達のいいところを、みん ・前と違ってきた３年１

手紙を書きましょう。 なで喜ぶことができてよかっ 組へ、どんなことを呼

たね。私達も、みんなに負け びかけるか、ワークシ

ないくらい、楽しいクラスを ートに書かせる。

37 作っていくよ。 （書く）

分

終 ４，教師の話を聞く。 ・学校生活の中で、それ

末 ぞれのよさを認め合い、

頑張っていたことを話

３分 す。
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（３）板書計画

（４）ワークシート
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３年生

自分の非を素直に認められない児童が多かったが、道徳の授業後、「○○ちゃん、それダメだ

よ。」「正直に言った方がいいよ。道徳で勉強したでしょ。」とお互いに声をかけ合えるようにな

ってきた。


